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〔論文審査の要旨〕 

 本論文は，いじめや不登校等と関連が深く，その発達の様相を明らかにすることの必要

性が指摘されながらも，実証的には十分に検討されてこなかった思春期女子の友人関係に

焦点を当て検討したものである。特に，思春期女子の友人関係が閉鎖的で排他的になりや

すく，いじめや不登校等の問題につながりやすいことに着目し，その閉鎖的で排他的な友

人関係の背景とその発達的変化の一部を実証的に検討している。 

 本論文は 5つの章から構成されている。 

 第 1 章では，児童期から青年期にかけての友人関係に関する先行研究を概観し，思春期

女子の友人関係を検討することの必要性を指摘している。これまでの友人関係研究では男

女ともに gang-groupから chum-groupへ，そして peer-groupへという発達的変化をたど

るとされてきたが，本研究では男女でそれぞれの段階での様相の内実は異なることを指摘

している。その上で，特に学校現場において友人関係の問題が起こりやすい中学生女子を

対象に，chum-groupから peer-groupへの移行に必要と考えられる同調性の低減に関連す

る要因を検討することが目的として設定されている。 

 第 2 章では，思春期女子に特有な閉鎖的で排他的な友人関係の背景となる要因を明らか

にし，実証的研究のための仮説生成を行っている。本章で生成されている仮説は以下の３

つになる。 

① chum-group から peer-group への移行において，同調性の低減には友人関係における

不安の解消と他者への尊敬，異質性や独立性の希求が高まることが関連する。 

② chum-group から peer-group への移行には友人を愛着対象とし，内面の類似性の確認

を通した親密性の経験をすることも関連する。 

③ chum-groupには親密性を満たすポジティブな機能と，同調性につながるネガティブな

機能がある。 

 第 3 章では，中学生女子の友人関係について，第２章で示唆された同調性の低減に関連

する要因が友人関係行動にどう影響するのかを実証的に検討している（研究 1）。レビュー

で得られた知見に基づき，実際に中学生の女子を対象に友人関係の外的側面である友人関

係行動と，内的側面である友人への考え・思いとの関連が検討され，その結果，中学生女



子の友人関係に， chum-groupのポジティブな機能と，ネガティブな機能があることを示

唆している。一方で研究 1では発達的変化を検討していないことから，この 2つの機能が

友人関係の発達的変化に与える影響を検討するために学年間の比較などの発達的検討を行

う必要性が指摘されている。 

 第 4 章では，これまで詳細な発達的変化が検討されてこなかった中学生女子の友人関係

について，友人関係行動と友人への態度について，学年を要因として検討し，詳細な検討

を試みている（研究 2）。中学生女子の友人関係における友人関係行動，友人への考え・思

いの発達的相違を，学年を要因として検討し，思春期女子の持つ同調性の低減に関連する

要因の実証的な検討を試みている。その結果，中学校では 3年生が最も peer-groupの特徴

を示す友人との活動が見られ，友人関係から排他されることへの不安が他学年と比較して

有意に低いなど，発達的差違の一側面が見られている。一方で，友人関係の発達を促進す

ると考えられていた友人尊重や独立性の希求，異質性の受容については，発達的に高くな

るというような明確な結果は得られていなかった。 

 研究 1，研究 2 で得られた一連の結果から，思春期女子の友人関係において，不安が解

消，あるいは低減することが友人関係を成熟した関係へと進める可能性がされている。ま

た，これまでひとくくりに chum-group として捉えられていた思春期女子の友人関係につ

いて，親密性を満たして発達を促すというポジティブな機能と，同調性を生じさせ発達を

妨げるネガティブな機能があることが新たな知見として示されている。 

 第 5 章では，本研究の課題として，排他不安や友人分離不安の低減にはどのような要因

が影響しているのかという点までは十分に検討できておらず，今後の研究では，内面まで

も peer-group に至っているものとの比較研究やこのような不安の低減に効果的な教育プ

ログラムの実践効果検証等を通して，排他不安や友人分離不安の低減に関する影響を明ら

かにすることが求められていると示されている。 

 

 本論文は以下の点で評価できる。 

 第 1 に，これまで学校現場では友人関係上の問題が多く起こることやその介入の困難さ

が指摘されており，実証的研究の必要性はありながらも十分な検討が進んでこなかった思

春期女子の友人関係について，友人関係における行動とその背景にある友人への態度が明

らかになったことである。これにより，学校現場で思春期女子の友人関係に起こる問題へ

の介入を考慮する際の一助となる知見が得られた。 

 第２に，これまで関連性が十分に整理されておらず各研究で知見が整理されないまま研

究されていた女子の友人関係における親密性と同調性，閉鎖性，排他性について先行研究

の知見を整理し，親密性と閉鎖性が，同調性と排他性が表裏一体であるという新たな知見

を得られていることである。これにより，女子の友人関係の複雑な様相を理解する上での

基礎的な知見が得られたといえる。 

 

 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 
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